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今
年
の
春
頃
か
ら
深
刻
化
し
た

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
、

木
造
住
宅
の
分
野
で
は
、
構
造
用
製

材
・
集
成
材
を
中
心
に
供
給
上
の
制

限
が
か
か
り
、
住
宅
会
社
各
社
で

は
、
工
期
の
延
長
や
、
高
騰
し
た
木

材
価
格
を
見
積
り
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
お
客
さ
ん
へ
の
説
明
と
相
談
に

追
わ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
エ
リ
ア
の

工
事
現
場
で
は
、
基
礎
工
事
が
済
ん

だ
も
の
の
、
そ
の
後
の
建
て
方
工
事

が
進
ま
ず
に
、
し
ば
ら
く
中
断
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
現
場
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
現
場
に
積

ん
で
お
い
た
製
材
が
翌
朝
に
な
る
と

　ウッドショック禍の住宅建築（神奈川県横浜市）

フロッキン金物で現場取付・輸送費削減

　ユウアーキテクト・リアル㈱一級建築士事務所 / ㈱ダイドーハント / ㈱栗山百造

南側道路から建て方工事中の３棟を見る　左手の 1階まで建ち上がっている棟がフロッキン金物構法

　西側擁壁・駐車場から躯体を見上げる
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住 宅 レ ポ ー ト

り
、
不
動
産
会
社
の
リ
ア
ル
テ
ィ
㈱

で
仕
入
れ
た
土
地
を
購
入
。
石
垣
の

高
台
に
建
つ
大
き
な
家
を
解
体
し

て
、
延
床
30
坪
ほ
ど
の
３
つ
の
宅
地

を
造
成
。
石
垣
は
一
部
を
残
し
つ
つ

も
、
３
邸
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
階

段
を
も
つ
造
成
工
事
を
行
っ
た
。
建

て
方
工
事
ま
で
に
工
期
と
し
て
は
１

～
２
週
間
ほ
ど
の
遅
れ
が
あ
っ
た
も

の
の
、
当
初
の
８
月
末
の
完
工
に
間

に
合
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
ん
で
い

る
。

　

フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
の
特
色

　

今
回
の
ロ
フ
ト
付
き
の
片
流
れ
屋

根
の
木
造
住
宅
３
棟
の
う
ち
、
２
棟

は
木
造
軸
組
工
法
。
１
棟
は
フ
ロ
ッ

キ
ン
金
物
構
法
で
建
て
ら
れ
て
い

る
。
構
造
性
能
と
し
て
は
、
耐
震
等

級
２
相
当
の
壁
量
を
確
保
し
て
お

り
、
１
棟
で
フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
構
法

を
採
用
。
フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
構
法

は
、
耐
震
性
を
高
め
た
い
お
客
さ
ん

向
け
に
採
用
し
て
お
り
、
設
計
・
建

築
を
担
当
し
て
い
る
ユ
ウ
ア
ー
キ
テ

ク
ト
・
リ
ア
ル
㈱
で
は
３
棟
の
施
工

実
績
が
あ
る
。

消
え
て
し
ま
う
と
い
う
盗
難
事
故
も

発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
は
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か
る
く
か
ぶ
せ
て

い
た
程
度
だ
っ
た
資
材
の
保
管
に
関

し
て
も
警
戒
が
厳
重
と
な
っ
た
。

　

横
浜
市
で
木
造
注
文
住
宅

　

こ
う
し
た
中
、
横
浜
市
保
土
ヶ
谷

区
の
住
宅
工
事
現
場
で
は
、
６
月
25

日
（金）
、
26
日

（土）
、
28
日

（月）
の
３
日
間

で
、
３
棟
の
木
造
住
宅
の
建
て
方
工

梁せい 300㎜のスプルース集成材にフロッキン金物をとりつけたところ

　　　　　梁仕口用金物 横架材接合部

　登り梁への設置

事
が
行
わ
れ
た
。
う
ち
１
棟
で

は
、
耐
震
性
を
高
め
た
い
と
い
う

お
施
主
さ
ん
の
希
望
に
沿
っ
て
㈱

ダ
イ
ド
ー
ハ
ン
ト
と
㈱
栗
山
百
造

が
共
同
開
発
・
製
造
販
売
し
て
い

る
新
構
法
「
フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
構

法
」
を
採
用
し
た
。

　

建
物
は
造
成
さ
れ
た
擁
壁
の
上

に
立
つ
。
坂
の
多
い
横
浜
市
の
住

宅
街
で
は
こ
う
し
た
現
場
が
多
く

見
ら
れ
る
。
施
主
は
い
ず
れ
も
近

隣
に
在
住
か
近
隣
に
実
家
が
あ
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あ
ら
か
じ
め
プ
レ
カ
ッ
ト
さ
れ
た

ほ
ぞ
穴
や
ス
リ
ッ
ト
に
専
用
の
金
物

を
設
置
し
て
、
ド
リ
フ
ト
ピ
ン
を
打

ち
込
む
と
固
定
さ
れ
る
。
蟻
継
ぎ
・

鎌
継
ぎ
と
い
っ
た
在
来
軸
組
工
法
の

仕
口
と
比
べ
て
木
材
の
断
面
欠
損
を

極
力
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
大
地
震
が
発
生
し
て
も
木
材
の

接
合
部
が
破
損
し
て
建
物
が
損
壊
・

倒
壊
す
る
危
険
性
を
極
力
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
。

　

フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
構
法
の
特
色
と

し
て
、
現
場
で
金
物
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

取
り
付
け
に
慣
れ
て
い
る
か
ど
う

か
で
か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。
今

日
の
よ
う
に
初
め
て
取
り
付
け
る

大
工
ば
か
り
の
現
場
で
す
と
、
金

物
の
取
り
付
け
に
時
間
を
と
ら
れ

ま
し
た
が
、
ド
リ
フ
ト
ピ
ン
を
打

ち
込
む
だ
け
で
設
置
で
き
る
の
で

建
て
込
み
は
早
く
進
み
ま
す
。
建

て
方
は
今
日
の
夕
方
い
っ
ぱ
い
ま

で
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
今
夜
は

雨
が
降
る
予
報
な
の
で
屋
根
ま
で

か
け
る
予
定
で
す
」

　

６
月
28
日
の
フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物

構
法
を
採
用
し
た
１
号
棟
の
建
て

方
工
事
は
、
夕
方
６
時
前
ま
で
に

野
地
合
板
ま
で
張
り
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

　　

三
角
氏
に
よ
る
と
、
住
宅
建
築

現
場
で
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
問

題
は
主
に
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は

工
期
が
延
び
る
こ
と
、
も
う
一
つ

は
木
材
価
格
の
高
騰
で
あ
る

　

工
期
の
延
長
と
し
て
は
、
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
と
の
取
り
決
め
で
、

一
カ
月
あ
た
り
に
供
給
で
き
る
棟

　

一
般
的
な
金
物
工
法
の
場
合
は
、

施
工
上
の
誤
差
が
起
き
な
い
よ
う
に

柱
や
梁
な
ど
に
構
造
用
金
物
を
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
で
あ
ら
か
じ
め
セ
ッ
ト

し
て
か
ら
建
築
現
場
に
届
け
る
。

　

フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
構
法
の
場
合

は
、
先
端
が
パ
イ
プ
状
に
な
っ
た
金

物
を
ほ
ぞ
穴
に
ぐ
い
ぐ
い
押
し
込
ん

で
取
り
付
け
る
や
り
方
に
な
っ
て
お

り
、
建
築
現
場
で
も
簡
単
に
取
り
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
た
め
、
金
物
を
と
り
つ
け
た

状
態
で
現
場
に
運
送
す
る
の
に
比
べ

て
ト
ラ
ッ
ク
の
運
送
を
１
～
２
回
分

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
場
で
設
置
さ
れ
た
フ
ロ
ッ
キ
ン

金
物
を
見
る
と
、
ほ
ぞ
穴
や
ス
リ
ッ

ト
以
外
に
は
、
木
材
に
目
立
っ
た
断

面
欠
損
が
見
当
た
ら
ず
、
優
れ
た
耐

震
性
能
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
が

目
で
見
て
も
実
感
で
き
た
。

　

現
場
管
理
を
担
当
し
て
い
る
ユ
ウ

ア
ー
キ
テ
ク
ト
・
リ
ア
ル
㈱ 

一
級

建
築
士
事
務
所
の
三
角
和
也
氏
（
一

級
建
築
士
）
に
、
フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物

構
法
の
施
工
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
聞
い
た
。

　

「
木
材
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
て
、
運
送
費
を
い
く

ら
か
で
も
削
減
で
き
る
こ
と
は
、
少

し
で
も
予
算
を
抑
え
た
い
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。
現
場
で
は
金
物
の 三角和也氏（一級建築士）

　　　　　柱（105 角）仕口　

フロッキン金物のほぞパイプは、テーパー状
（先端が細い）で穴やスリット（すき間）が入っ
ており、ほぞ穴の微妙なガタつきを吸収し優
れた施工精度を実現、大地震時には金物の変
形で木材の破断をふせぐ粘り強い性能を発揮
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建物概要

所在地         神奈川県横浜市保土ケ谷区
敷地面積      １15. 04㎡（31. 83 坪）
建築面積         52. 18㎡（15. 81 坪）
延床面積       102. 81㎡  （31. 15 坪）
構造・規模     木造 2 階建　 フロッキン金物構法

建築主                             リアルティ㈱
設計・監理・施工管理        ユウアーキテクト・リアル㈱  一級建築士事務所
構法提供　　　　　　　     ㈱ダイドーハント  ㈱栗山百造
工期 　　　                      2021 年 1 月～ 2021 年 8 月

住 宅 レ ポ ー ト

特記（変更履歴等） Project

Title

Scale Date

No. Sign Sign CS PL DF CN

G.Sehata

Drawn by Drawn by

-一級建築士　三角和也

（大臣登録　第333487号）

（神奈川県知事登録　第17711号）

ﾕｳｱｰｷﾃｸﾄ･ﾘｱﾙ株式会社  一級建築士事務所 (仮 称 )保 土 ヶ 谷 区 桜 ヶ 丘 1丁 目  1宅 地
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接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合
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①ﾌｨｽﾄｱﾝｶー ﾎ゙ ﾙﾄ M16 L=800/ｶﾅｲ

矢印方向に20㎜ずらし

特記無き場合柱芯より200mmずらし

凡例

： ホールダウンアンカー

： 矢印が記入の場合

： アンカーボルト

： 継ぎ手部分

： 開口補強部分　 [Ｆ Ｇ５ ]

※特記なき限り、 外周[Ｆ Ｇ１]内周[Ｆ Ｇ２]ｽﾗﾌ゙ [Ｆ Ｓ１]にて施工する事。

※地耐力は[　 □20　 □25　 □30　 ]ＫＮ/㎡以上を確保する事

※ｺﾝｸﾘ ﾄー強度の指定が無い場合に関しては下記リスト を参考とする。

： 基礎断熱範囲

②高耐力ﾌﾚｯｸｽｱﾝｶー ﾎ゙ ﾙﾄ M16  L=930
　 /ｶﾈｼﾝ

　 ※埋め込み長さ280mm以上

(35kNを超える場合)

ｺﾝｸﾘー ﾄ強度( 2009年版)
 設計基準強度　  　  : Fc=21. 0N/mm2
(耐久設計基準強度: Fd=18. 0N/mm2)

打設期間

暑中

呼び強度 補正値

S値=324

27 S値=6

S値=627

9月12日～11月14日, 4月1日～7月4日

7月5日～9月11日

11月15日～3月31日

※供試体は標準養生とする
※ｽﾗﾝﾌ゚ はいずれも18cmとする

標準期

寒中

人通口廻りのｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ凡例
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FHD-50

FHD-50

FHD-50

高耐力フレックスアンカー　計 3 本

　※埋め込み長さ340mm＋頭10㎜

(FHD-50の場合、柱芯)
FHD-50の出：基礎天端＋55～65㎜

継手M12ｱﾝｶｰ
柱又は

350
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（図 3）基礎伏図 

（図４）壁量計算図 

（図面提供）ユウアーキテクト・リアル㈱ 一級建築士事務所

（図面提供）ユウアーキテクト・リアル㈱ 一級建築士事務所
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接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1

Y0

X0

X0

Y0

X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

特記（変更履歴等） Project

Title

Scale Date

No. Sign Sign CS PL DF CN

G.Sehata

Drawn by Drawn by

-一級建築士　三角和也

（大臣登録　第333487号）

（神奈川県知事登録　第17711号）

ﾕｳｱｰｷﾃｸﾄ･ﾘｱﾙ株式会社  一級建築士事務所 (仮 称 )保 土 ヶ 谷 区 桜 ヶ 丘 1丁 目  1宅 地

1 / 1 0 0

4面  木 造 壁 量 計 算 表

2 0 2 1 / 0 4 / 0 7

L

L

L

L

L

L

L

V

V

V

V

V

P

P P

P

P P

P

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

32

１階柱壁伏図

V

V

V

V V

V

V V

V

V

V

P

P

P

P

P

3

3

3

33

3

3

5

２階柱壁伏図

接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合
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接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1

Y0

X0

X0

Y0

X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

特記（変更履歴等） Project

Title

Scale Date

No. Sign Sign CS PL DF CN

G.Sehata

Drawn by Drawn by

-一級建築士　三角和也

（大臣登録　第333487号）

（神奈川県知事登録　第17711号）

ﾕｳｱｰｷﾃｸﾄ･ﾘｱﾙ株式会社  一級建築士事務所 (仮 称 )保 土 ヶ 谷 区 桜 ヶ 丘 1丁 目  1宅 地

1 / 1 0 0

4面  木 造 壁 量 計 算 表

2 0 2 1 / 0 4 / 0 7

L

L

L

L

L

L

L

V

V

V

V

V

P

P P

P

P P

P

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

32

１階柱壁伏図

V

V

V

V V

V

V V

V

V

V

P

P

P

P

P

3

3

3

33

3

3

5

２階柱壁伏図

接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合
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ﾕｳｱｰｷﾃｸﾄ･ﾘｱﾙ株式会社  一級建築士事務所 (仮 称 )保 土 ヶ 谷 区 桜 ヶ 丘 1丁 目  1宅 地
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接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合
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ﾕｳｱｰｷﾃｸﾄ･ﾘｱﾙ株式会社  一級建築士事務所 (仮 称 )保 土 ヶ 谷 区 桜 ヶ 丘 1丁 目  1宅 地
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接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合
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ﾕｳｱｰｷﾃｸﾄ･ﾘｱﾙ株式会社  一級建築士事務所 (仮 称 )保 土 ヶ 谷 区 桜 ヶ 丘 1丁 目  1宅 地
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接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合
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接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(40) 40 40KN用引き寄せ金物 7.50 7.50

(50) 50 50KN用引き寄せ金物 9.40 9.40

(60) 60 60KN用引き寄せ金物 11.30 11.30

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合
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数
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

　

「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
木

材
が
不
足
し
て
い
ま
す
か
ら
、
１
会

社
あ
た
り
１
カ
月
何
棟
ま
で
と
い
う

制
限
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、

も
う
１
棟
、
別
の
現
場
で
建
売
を
計

画
し
て
い
ま
し
て
、
今
月
建
て
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
木
材
が
届
か
な

い
の
で
、
来
月
に
引
き
延
ば
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」

検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

「
弊
社
が
手
掛
け
て
い
る
住
宅
の

木
材
価
格
の
上
昇
は
、
他
社
と
比
べ

て
決
し
て
高
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
比
較
す
る
た

め
の
価
格
情
報
が
お
客
様
の
お
手
元

に
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
納
得
頂

く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
時
間
を

要
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
オ
プ

シ
ョ
ン
工
事
は
、
お
客
さ
ん
の
こ
だ

わ
り
の
工
事
で
す
の
で
、
変
更
打
ち

合
わ
せ
で
も
時
間
を
要
し
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
木
造
建
築

の
現
場
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
安
定
し
た
木
材
供
給
が
一
日

も
早
く
望
ま
れ
て
い
る
。

法
用
の
在
庫
が
あ
っ
た
も
の
の
、
軸

組
工
法
に
用
い
た
ベ
イ
マ
ツ
（
レ
ッ

ド
ウ
ッ
ド
）
は
、
在
庫
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
供
給
制
限
の
対
象
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
木
材
価
格
の
高
騰
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
今
回
の

物
件
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ン
が
ほ
ぼ
確

定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
、
木
材
価
格

が
高
騰
し
た
場
合
は
、
基
本
的
な
プ

ラ
ン
の
変
更
は
難
し
い
の
で
、
オ
プ

シ
ョ
ン
工
事
の
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を

　

フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
構
法
を
採
用
し

た
１
号
棟
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
で
専
用
の
集
成
材
を
と
っ
て

お
い
た
た
め
可
能
と
な
っ
た
。

　

よ
く
見
る
と
、
フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物

を
使
っ
て
い
る
棟
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ウ
ッ
ド
が
構
造
材
の
中
心
な
の
で
や

や
白
っ
ぽ
く
、
在
来
軸
組
工
法
の
方

は
、
や
や
赤
み
が
か
っ
た
ベ
イ
マ
ツ

（
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
）
が
柱
・
梁
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド

の
集
成
材
は
、
フ
ロ
ッ
キ
ン
金
物
構

　夕方６時前までに２階の野地合板まで張った

住 宅 レ ポ ー ト

他の２棟の構造材は主にベイマ
ツ（レッドウッド）を使用


